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五
八
．
五
％
を
占
め
る
地
方
交
付
税

は
、
昨
年
度
よ
り
一
．
六
％
の
減
額
で

す
。
ま
た
、
所
得
譲
与
税
の
廃
止
に
よ

り
、
地
方
譲
与
税
が
四
四
．
六
％
の
大

幅
な
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
町
税
は
、

個
人
町
民
税
の
定
率
減
税
の
廃
止
、
税

源
移
譲
に
よ
る
税
率
の
改
正
、
六
五
歳

以
上
の
方
の
非
課
税
措
置
の
廃
止
に
伴

う
経
過
措
置
に
よ
り
、
五
．
七
％
の
増

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
の
九
．
二
％
を
占
め
る
県
支
出

金
の
内
容
は
、
新
「
歳
時
記
の
郷
・
奥

会
津
」
活
性
化
事
業
補
助
金
、
電
源
立

地
地
域
対
策
交
付
金
、
町
営
路
線
バ
ス

購
入
補
助
金
、
フ
ォ
レ
ス
ト
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
総
合
整
備
事
業
補
助
金
、
森
林
環

境
交
付
金
な
ど
で
す
。

　

歳
入
の
六
．
九
％
を
占
め
る
町
債

（
町
の
借
金
）
は
、
昨
年
度
よ
り
二
〇
．

一
％
の
減
額
で
す
。

　

二
七
．
八
％
を
占
め
る
公
債
費
（
借

金
の
返
済
）
は
今
年
度
が
ピ
ー
ク
と
な

り
、
今
後
緩
や
か
に
減
少
す
る
見
込
み

で
す
が
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
、
切
り
詰
め
た
歳
出
予
算
を
組

み
ま
し
た
。

　

人
件
費
で
は
、
議
員
報
酬
の
二
〇
％

減
、
町
長
の
給
与
の
三
〇
％
減
、
副
町

長
、
教
育
長
の
給
与
の
二
〇
％
減
、
職

員
の
期
末
・
勤
勉
手
当
の
十
％
減
と

い
っ
た
報
酬
・
給
与
カ
ッ
ト
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
昨
年
度
は
三
名
の
職
員
が

退
職
し
ま
し
た
が
、
新
た
な
職
員
採
用

は
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
ら
に
よ

り
、
人
件
費
全
体
で
約
三
千
二
百
万
円

の
削
減
を
行
い
ま
す
。

　

投
資
的
な
事
業
で
は
、
ビ
ュ
ー
ポ
イ

ン
ト
（
道
の
駅
）
公
衆
ト
イ
レ
整
備
、

早
戸
交
流
拠
点
施
設
（
早
戸
温
泉
つ
る

の
湯
）
の
洗
い
場
増
設
、
町
営
路
線
バ

ス
滝
谷
早
戸
線
の
五
十
人
乗
り
バ
ス
の

購
入
な
ど
を
予
算
化
し
て
い
ま
す
。

　

児
童
福
祉
の
面
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

乳
幼
児
医
療
費
助
成
事
業
、
児
童
手
当

支
給
事
業
等
に
加
え
、
小
学
六
年
生
ま

で
の
医
療
費
を
無
料
と
す
る
子
育
て
支

援
医
療
費
助
成
事
業
を
新
た
に
行
い
ま

す
。

　

ま
た
、
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
で

は
、
高
清
水
地
区
・
川
井
地
区
配
水
管

布
設
、
戸
別
合
併
処
理
浄
化
槽
事
業
特

別
会
計
で
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
十
一

基
の
整
備
を
予
算
化
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
地
方
交
付
税
の
動
向
が
不
透

明
で
あ
り
、
さ
ら
に
大
幅
な
財
源
不
足

も
予
想
さ
れ
ま
す
。
直
面
す
る
課
題
に

対
応
し
な
が
ら
、
先
を
見
据
え
た
予
算

の
執
行
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

歳　

入

歳　

出

平
成
十
九
年
度

三
島
町
の
予
算

　

平
成
十
九
年
度
の
一
般
会
計

及
び
七
つ
の
特
別
会
計
の
当
初

予
算
が
、
三
月
の
議
会
定
例
会

で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平成19年度　会計別予算額
会　　計　　名 予　算　額 増減率
一　般　会　計 15億8378万円 -5. 1%

特　
別　
会　
計

国 民 健 康 保 険 2億8457万円 8. 0%
簡 易 水 道 1億6309万円 33. 7%
路 線 バ ス 1976万円 -0. 8%
老 人 保 健 4億1365万円 3. 4%
農 業 集 落 排 水 3547万円 -3. 4%
介 護 保 険 2億3926万円 0. 6%
戸別合併処理浄化槽 4154万円 -24. 6%
合　　　　　計 27億8112万円 -0. 8%

平成19年度の主な投資的事業
事　　　業　　　名 事　業　の　概　要　

町営路線バス車輌購入 滝谷早戸線の50人乗りバス１台を購入します。

ビューポイント（道の駅）公衆トイレ整備 道の駅の公衆トイレ１棟トイレ４基を整備します。

早戸交流拠点施設整備 早戸温泉つるの湯の洗い場を増設します。

防災・イベント用備品 発電機、投光機、無線機を整備します。

消火栓整備 桧原・間方地区の消火栓を整備します。

林道寺沢線開設事業 延長640ｍの林道寺沢線を開設します。

広域林道大山美坂高原線開設事業 県営事業負担金

森林環境交付金事業 ペレットストーブ５台の整備等を行います。

町道多賀神社上中川井線側溝整備 延長15ｍの側溝を整備します。

中平団地結露対策 町営住宅１戸の結露対策工事を行います。

三島小学校校舎屋根塗装 三島小学校校舎の屋根塗装を行います。

三島中学校プール建屋塗装 三島中学校プールの建屋塗装を行います。

高清水地区配水管布設 延長775ｍの配水管の布設等を行います。

川井地区配水管布設 延長290ｍの配水管の布設等を行います。
合併処理浄化槽設置整備事業 合併処理浄化槽11基を整備します。

町民の大切な「足」である町営路線バス

一般会計　15億8378万円
昨年度より5. 1％減

歳入

歳出
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第26回　三島町生活工芸品展

会場にはたくさんの力作が並び、町内外から多数の来場客が訪れました。

　

第
二
十
六
回
三
島
町
生
活
工
芸

品
展
は
、
三
月
十
七
・
十
八
日
、

生
活
工
芸
館
で
開
催
さ
れ
、
町
民

の
皆
さ
ん
一
一
四
人
か
ら
、
七
六

〇
点
の
作
品
が
出
展
さ
れ
ま
し
た
。

編
み
組
細
工
を
中
心
に
、
全
体
の

技
術
の
レ
ベ
ル
が
年
々
上
が
っ
て

お
り
、
今
回
も
す
ば
ら
し
い
出
来

ば
え
の
作
品
が
数
多
く
見
ら
れ
ま

し
た
。
作
品
は
審
査
が
行
わ
れ
、

大
賞
に
は
長
谷
川
テ
ル
子
さ
ん

（
大
石
田
）
の
作
品
「
ヒ
ロ
ロ
・

ア
カ
ソ
シ
ョ
ル
ダ
ー
」
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

　

編
み
組
細
工
を
中
心
と
す
る
生

活
工
芸
は
、
楽
し
み
・
生
き
が
い

と
し
て
、
そ
し
て
地
場
産
品
と
し

て
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
拠
点
で

あ
る
生
活
工
芸
館
が
建
設
さ
れ
た

の
は
昭
和
六
一
年
。
現
在
ま
で
長

年
に
わ
た
り
、
も
の
づ
く
り
教
室

や
工
芸
品
展
、
工
人
ま
つ
り
を
開

催
し
、
地
域
に
伝
わ
る
技
術
を
町

民
の
皆
さ
ん
か
ら
教
わ
り
、
新
し

い
デ
ザ
イ
ン
も
考
案
し
て
き
ま
し

た
。
生
活
工
芸
館
は
町
民
の
皆
さ

ん
に
支
え
ら
れ
て
、
現
在
ま
で
運

営
し
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
地
場
産
品
作
り
、

そ
し
て
楽
し
い
も
の
づ
く
り
を
続

け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

大賞作品「ヒロロ・アカソショルダー」

も
の
づ
く
り
は
楽
し
み
・
生
き
が
い

長
年
の
取
り
組
み
が
地
場
産
品
に大賞を受賞した長谷川テル子さん

第26回　三島町生活工芸品展受賞者名簿（敬称略）
賞 作　　　品　　　名 作　者　名 地　区

大 賞 ヒロロ・アカソショルダー 長谷川　テル子 大 石 田

優 秀 賞
マ タ タ ビ 米 と ぎ 笊 小　平　廣　市 西 方

ヒ ロ ロ 手 提 げ 長　郷　タツエ 間 方

奨 励 賞

山 ブ ド ウ 手 提 げ 五十嵐　　　恵 大 谷

ヒ ロ ロ 手 提 げ 菅　家　アイ子 間 方

ヒ ロ ロ 巾 着 五十嵐　ハナ子 浅 岐

伝 統 技 術 者 証

ヒ ロ ロ ス カ リ 青　木　ハルミ 西 方

ゲ ン ベ 舟　木　美恵子 間 方

平 笊 小　松　順　吉 西 方

三島町生活工芸運動友の会長賞

ヒ ロ ロ シ ョ ル ダ ー 菊　地　陽　子 中 平

米 と ぎ 笊 二　瓶　一　男 西 方

山 ブ ド ウ 手 提 げ 秦　　　ひろみ 大 石 田

三 島 町 文 化 協 会 長 賞 山 ブ ド ウ 時 計 バ ン ド 板　橋　久　枝 宮 下

三 島 町 観 光 協 会 長 賞 猪 小　柴　芳　夫 西 方

三 島 町 商 工 会 長 賞 山 ブ ド ウ 抱 え 秦　　　育　雄 大 石 田

日本赤十字社福島県支部長賞 ガ マ 円 座 長　郷　マサ子 間 方

福島県老人クラブ連合会長賞 平 笊 角　田　　　優 浅 岐

三島町老人クラブ連合会長賞 マ タ タ ビ 手 提 げ 渡　部　佐治郎 西 方

三 島 町 社 会 福 祉 協 議 会 長 賞 マ フ ラ ー 秦　　　トミノ 大 石 田

福 島 民 報 社 賞 山 ブ ド ウ 手 提 げ 五十嵐　トミ子 西 方

福 島 民 友 新 聞 社 賞 マ タ タ ビ 楕 円 笊 角　田　晴　実 川 井

社団法人ふるさと振興公社理事長賞 山 ブ ド ウ 手 提 げ 二　瓶　新　永 大 登

㈲ マ ル シ ェ み し ま 賞 マ タ タ ビ 半 笊 石　岡　恒　雄 大 登

宮 崎 清 賞

山 ブ ド ウ 手 提 げ 小　堀　千加子 西 方

ヒ ロ ロ 手 提 げ 五十嵐　タメ子 浅 岐

長 ゲ ン ベ 久保田　テル子 間 方

ガ マ 草 履 西　郷　良　子 宮 下

ヒ ロ ロ 手 提 げ 栗　城　スイ子 間 方

山ブドウ手付き小物入れ 飯　塚　キシノ 大 石 田

ヒ ロ ロ シ ョ ル ダ ー 若　林　和　子 浅 岐

焼 杉 ポ ス ト 矢　沢　　　昇 高 清 水

山 ブ ド ウ 手 提 げ 小　柴　康　彦 名 入

山 帯 馬　場　昭　子 大 登

大賞に長谷川テル子さん
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第６回　全国編み組工芸品展
全国の匠88名、630作品

三島町からは７名の方が受賞。
そのほか、青森、宮城、岩手、
長野、熊本など全国各地の皆さ
んや、近隣の昭和村や金山町、
只見町、福島市など県内の方も
受賞されました。

　

第
六
回
全
国
編
み
組
工
芸
品
展

は
、
三
月
十
七
〜
二
十
五
日
、
交

流
セ
ン
タ
ー
山
び
こ
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
奥
会
津
三
島
編
組
品
振

興
協
議
会
の
主
催
、
三
島
町
の
共

催
、
経
済
産
業
省
、
林
野
庁
、
福

島
県
、
㈶
伝
統
的
工
芸
品
産
業
振

興
協
会
な
ど
の
後
援
。
三
島
町
生

活
工
芸
品
展
と
同
時
に
開
催
さ
れ
、

三
島
町
の
「
奥
会
津
編
み
組
細
工
」

は
も
ち
ろ
ん
、
北
は
青
森
、
南
は

熊
本
か
ら
、
竹
や
ア
ケ
ビ
蔓
、
山

ブ
ド
ウ
蔓
皮
、
ヒ
ロ
ロ
、
マ
タ
タ
ビ

な
ど
の
編
み
組
工
芸
品
、
六
三
〇

点
が
出
展
さ
れ
ま
し
た
。
作
品
は

審
査
が
行
わ
れ
、「
ヒ
ロ
ロ
シ
ョ
ル

ダ
ー
」
を
出
展
し
た
、
舟
木
ト
メ

子
さ
ん（
間
方
）が
、
最
高
賞
の
経

済
産
業
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

経
済
産
業
省
伝
統
的
工
芸
品
産

業
室
長
の
上
山
辰
美
さ
ん
は
、「
三

島
町
で
は
、
生
活
工
芸
運
動
を
通

し
て
、
地
域
の
生
活
に
根
ざ
し
た

技
術
が
受
け
継
が
れ
て
お
り
、
多

く
の
町
民
の
皆
さ
ん
が
い
き
い
き

と
活
動
し
て
い
る
こ
と
が
感
じ
ら

れ
ま
す
。
三
島
町
の
編
み
組
細
工

は
日
本
一
だ
と
思
い
ま
す
。」
と
感

銘
を
受
け
ら
れ
た
様
子
で
し
た
。

経済産業大臣賞に舟木トメ子さん

経済産業大臣賞作品「ヒロロショルダー」

三
島
の
編
み
組
細
工
は「
日
本
一
」

経済産業省伝統的工芸品産業室長、上山辰美氏から、
経済産業大臣賞を授与される舟木トメ子さん

伝統工芸士となった小松順吉さんと久保田節子さん

第６回　全国編み組工芸品展受賞者名簿（敬称略）
賞 作　　　品　　　名 作　者　名 住　所

経 済 産 業 大 臣 賞 ヒ ロ ロ シ ョ ル ダ ー 舟　木　トメ子 間 方
林 野 庁 長 官 賞 伊 達 げ ら 齋　藤　信　一 青 森 県
東 北 経 済 産 業 局 長 賞 蓋 付 飯 入 れ 笊 千　葉　文　夫 宮 城 県
福 島 県 知 事 賞 山 ぶ ど う 手 提 げ 籠 二　瓶　新　次 名 入
㈶伝統的工芸品産業振興協会長賞 ヒロロ円柱手提げ籠 久保田　節　子 間 方
三 島 町 長 賞 真 竹 の 座 卓 上　平　福　也 岩 手 県
奥会津三島編組品振興協議会長賞 あ け び 蔓 手 提 げ 久保田　敏　昭 長 野 県
福 島 民 報 社 賞 笊　　　　　　（ 大 ） 佐　藤　平　喜 昭 和 村
福 島 民 友 新 聞 社 賞 マ タ タ ビ 四 つ 目 笊 五十嵐　文　吾 大 登
Ｎ Ｈ Ｋ 福 島 放 送 局 賞 マ タ タ ビ 平 笊 小　松　順　吉 西 方
福 島 テ レ ビ 賞 円 形 手 付 か ご 佐　藤　聡　明 福 島 市
福 島 中 央 テ レ ビ 賞 山 ブ ド ウ 手 提 げ 籠 小　松　寅一郎 西 方
福 島 放 送 賞 洗 濯 籠 藤　谷　幸　也 熊 本 県
テ レ ビ ユ ー 福 島 賞 大 笊 中　川　綱　昌 長 野 県
特 別 賞 茶　 碗　 篭　（ 大 ） 田　中　久　夫 長 野 県
特 別 賞 山 ぶ ど う 手 提 げ 籠 齋　藤　クニイ 会津若松市
特 別 賞 笊 栗　田　伝三郎 金 山 町
特 別 賞 あ け び 衣 類 籠 吉　田　善一郎 只 見 町
特 別 賞 雨 蓑 青　木　基　重 西 方

小松順吉さんと久保田節子さんに認定証
「奥会津編み組細工」伝統工芸士

久
保
田
節
子
さ
ん
は

東
北
で
初
の
女
性
伝
統
工
芸
士

　

伝
統
工
芸
士
は
、
㈶
伝
統
的
工
芸
品
産
業
振
興
協
会

が
認
定
す
る
も
の
で
、
そ
の
試
験
に
合
格
し
た
小
松
順

吉
さ
ん
（
西
方
）
と
久
保
田
節
子
さ
ん
（
間
方
）
に
、

認
定
証
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
久
保
田
節
子
さ
ん
は
、

東
北
で
は
女
性
と
し
て
初
め
て
の
伝
統
工
芸
士
と
な
り

ま
し
た
。

　
「
こ
れ
か
ら
も
作
り
続
け
、
若
い
人
に
も
教
え
た
い
。」

と
言
う
小
松
順
吉
さ
ん
。
久
保
田
節
子
さ
ん
は
、「
今
ま

で
以
上
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
バ
ッ
グ
を
作
り
た
い
。」

と
感
激
し
た
様
子
で
し
た
。
こ
れ
で
、「
奥
会
津
編
み
組

細
工
」
の
伝
統
工
芸
士
は
五
人
と
な
り
ま
し
た
。

福島県知事賞に二瓶新次さん
（財）伝統的工芸品産業振興協会長賞に久保田節子さん
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住民主体の町づくりを目指して
～地区座談会開催～

　

三
月
十
九
〜
二
十
六
日
、
各
地
区
集
会
所
で

地
区
座
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
の
座
談

会
で
は
、
平
成
十
九
年
度
の
行
財
政
改
革
、
町

の
財
政
や
議
会
制
度
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た

「
町
民
ひ
ろ
ば
」
の
内
容
に
つ
い
て
、
ま
た
今

後
実
施
を
予
定
し
て
い
る
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
ま
た
、
役
場
か
ら

の
一
方
的
な
説
明
に
終
始
し
が
ち
だ
っ
た
と
い

う
反
省
か
ら
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
話
題
を
聞
き
、

話
し
合
い
を
深
め
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
た
。

　

座
談
会
に
出
席
さ
れ
た
町
民
の
皆
さ
ん
の
、

主
な
ご
意
見
や
ご
提
案
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。西方地区座談会の様子

◆
参
加
者
が
少
な
く
、
意
見
も
一

部
の
人
か
ら
出
て
い
る
よ
う
だ
。

◆
町
民
ひ
ろ
ば
は
、
や
り
方
が
間

違
っ
て
い
る
。「
町
が
抱
え
る
問

題
を
…
」と
あ
る
が
、
町
が
中
心

な
の
で
は
な
い
。
町
が
段
取
っ

て
や
る
の
で
は
、
今
ま
で
と
同

じ
。
委
員
会
を
設
け
る
と
か
、
地

区
ご
と
に
や
る
と
か
、
学
校
と

か
、
対
象
は
様
々
で
あ
る
し
、
や

り
方
を
い
ろ
い
ろ
考
え
る
べ
き
。

◆
町
民
ひ
ろ
ば
三
回
目
は
ど
う
す

る
の
か
。
イ
ベ
ン
ト
（
体
育
祭
、

リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
）
を
テ
ー

マ
に
し
た
ら
ど
う
か
。

◆
区
長
会
は
何
の
た
め
に
あ
る
の

か
。
地
区
は
、
住
み
よ
い
地
区

づ
く
り
を
考
え
て
い
る
。
町
民

ひ
ろ
ば
に
し
て
も
、
区
長
に
出

て
も
ら
う
よ
う
案
内
を
出
す
な

ど
、
今
あ
る
組
織
を
活
用
す
る

べ
き
。

◆
報
告
を
見
た
と
こ
ろ
、
話
題
を

丸
投
げ
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ

る
。
そ
れ
で
議
論
で
き
る
の
か
。

◆
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
座
談
会
の
参
加

者
が
少
な
い
の
は
、
ど
う
せ
要

望
を
出
し
て
も
通
ら
な
い
か
ら

参
加
す
る
意
味
が
な
い
と
考
え

る
人
が
多
い
か
ら
だ
と
考
え
る
。

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
様
々
な

ご
意
見
・
ご
提
案
が
出
さ
れ
ま
し
た

◆
人
件
費
の
削
減
は
、
金
額
的
に

ど
の
く
ら
い
削
減
に
な
っ
た
の

か
。（
平
成
十
九
年
度
予
算
で
は

約
三
千
二
百
万
円
の
削
減
）

◆
例
え
ば
、
老
人
二
人
暮
ら
し
だ

と
こ
の
く
ら
い
お
金
が
か
か
る

と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て

ほ
し
い
。
実
際
に
生
活
し
て
い

く
た
め
の
金
額
を
数
字
で
示
し
、

座
談
会
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
い

ろ
な
会
合
に
お
い
て
説
明
し
て

ほ
し
い
。

◆
今
後
、
町
で
は
い
ろ
い
ろ
な
公

共
料
金
を
値
上
げ
す
る
こ
と
は

考
え
て
い
る
の
か
。

◆
支
出
を
見
直
す
た
め
に
は
、
年

間
行
事
を
や
め
る
こ
と
も
検
討

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

◆
経
済
的
に
貧
し
い
こ
と
が
、
す

べ
て
不
幸
と
は
限
ら
な
い
。
豊

か
さ
も
生
み
出
す
こ
と
が
で
き

る
。
行
政
に
つ
い
て
、
住
民
み

ん
な
に
情
報
公
開
し
て
も
ら
い
、

住
民
と
行
政
で
一
緒
に
考
え
る

こ
と
が
大
事
と
思
う
。

◆
職
員
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
、

事
務
量
が
多
く
な
っ
て
い
る
だ

ろ
う
。
職
員
の
過
労
な
ど
が
な

い
よ
う
に
注
意
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

◆
三
島
が
や
っ
て
き
た
こ
と
は
、

試
算
が
あ
ま
い
。
組
織
立
っ
た

検
討
機
関
が
必
要
。

◆
人
件
費
の
削
減
に
つ
い
て
は
、

職
員
の
手
当
カ
ッ
ト
は
勤
労
意

欲
の
低
下
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、

計
画
的
に
人
材
育
成
が
必
要
。

採
用
も
一
年
に
一
人
ぐ
ら
い
は

必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

◆
過
疎
債
の
使
い
方
や
借
金
返
済

の
考
え
方
を
検
討
す
べ
き
。

◆
経
費
削
減
の
取
り
組
み
結
果
を

公
表
す
る
と
よ
い
の
で
は
。

◆
職
員
で
出
来
る
こ
と
は
極
力
職

員
で
行
う
べ
き
。

◆
諸
経
費
を
減
ら
し
て
も
使
用
料

を
上
げ
て
も
、
今
の
ま
ま
で
は

悪
く
な
る
ば
か
り
。
外
か
ら
資

本
を
持
っ
て
く
る
方
法
を
町
は

考
え
る
べ
き
。

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

町
民
ひ
ろ
ば
に
つ
い
て

◆
若
者
が
集
ま
る
よ
う
な
内
容
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
行
え
な
い
か
。

◆
開
催
日
時
を
も
っ
と
柔
軟
に
す

る
べ
き
。

◆
何
人
も
集
ま
ら
な
い
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
開
く
よ
り
、
矢
祭
町
の
先

進
事
例
を
元
に
も
っ
と
町
の
姿

を
検
証
し
て
い
く
べ
き
だ
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
に
つ
い
て

◆
ア
ン
ケ
ー
ト
は
遠
慮
な
く
聞
き

た
い
こ
と
を
聞
い
て
も
ら
い
た

い
。

◆
議
会
の
定
数
や
、
報
酬
か
費
用

弁
償
か
に
つ
い
て
の
設
問
を
設

け
て
ほ
し
い
。
議
員
に
給
与
・

賞
与
は
必
要
な
の
か
。

◆
ア
ン
ケ
ー
ト
は
役
に
立
っ
て
い

る
の
か
。
行
政
に
は
反
映
さ
れ

て
い
る
の
か
。

◆
ア
ン
ケ
ー
ト
の
目
的
を
、
よ
く

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今

ま
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
役
に

立
っ
て
い
な
い
の
で
は
。

◆
事
業
の
優
先
順
位
に
つ
い
て
の

設
問
を
設
け
て
ほ
し
い
。

◆
山
び
こ
な
ど
の
遊
休
施
設
の
具

体
的
な
使
い
道
に
つ
い
て
の
設

問
を
設
け
て
ほ
し
い
。

◆
県
で
実
施
し
よ
う
と
し
て
い
る

二
地
域
居
住
の
三
島
町
の
取
り

組
み
と
可
能
性
は
。
空
家
調
査

を
基
に
、
具
体
的
に
検
討
す
べ

き
。
ハ
ー
ド
の
み
で
な
く
、
生

き
生
き
し
た
暮
ら
し
づ
く
り
が

大
切
。

◆
こ
れ
か
ら
の
町
を
つ
く
る
の
は

老
人
で
は
な
く
若
者
で
あ
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
若
者
を
対
象
に

行
い
、
そ
の
意
見
を
取
り
上
げ

る
べ
き
。

議
会
に
つ
い
て

◆
議
員
報
酬
に
つ
い
て
、
格
差
報

酬
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

◆
議
会
を
廃
止
し
て
町
民
総
会
と

い
う
声
も
あ
る
が
、
今
の
段
階

で
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
議
員

の
報
酬
二
〇
％
カ
ッ
ト
で
は
な

く
、
日
当
制
と
か
に
し
な
い
と
、

抜
本
的
な
改
革
に
つ
な
が
ら
な

い
の
で
は
。

◆
議
員
の
数
も
減
ら
せ
ば
い
い
と

い
う
も
の
で
は
な
い
。
多
く
の

人
た
ち
の
意
見
を
聞
く
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
。

◆
職
員
の
人
件
費
ば
か
り
減
ら
し

て
も
、
た
か
が
知
れ
て
い
る
。

議
員
数
を
減
ら
し
た
ほ
う
が
早

い
。
い
ら
な
い
と
は
言
わ
な
い

が
、
無
駄
を
見
極
め
、
早
く
対

処
・
行
動
に
移
す
べ
き
。

座
談
会
に
つ
い
て

◆
暗
い
話
が
多
い
が
、
明
る
い

ニ
ュ
ー
ス
も
教
え
て
ほ
し
い
。

◆
昨
年
の
座
談
会
の
悪
い
点
は
、

財
政
難
を
懇
々
と
説
い
て
し

ま
っ
た
こ
と
だ
。
座
談
会
に
出

席
し
て
も
お
金
が
な
い
話
だ
け

で
何
も
変
わ
ら
な
い
の
な
ら
ば

意
味
が
な
い
と
受
け
取
ら
れ
、

人
が
集
ま
ら
な
い
の
で
は
。

◆
光
が
見
え
る
お
話
を
し
て
い
く

こ
と
が
人
を
集
め
る
こ
と
だ
。

◆
料
理
講
習
会
な
ど
、
お
み
や
げ

が
あ
る
も
の
に
は
人
が
集
ま
る
。

◆
み
ん
な
が
話
し
合
う
機
会
を
持

つ
こ
と
は
大
事
な
の
で
座
談
会

は
今
後
も
続
け
て
ほ
し
い
。

◆
座
談
会
や
町
民
ひ
ろ
ば
は
、
や

り
方
が
従
来
と
同
じ
で
意
味
が

な
い
の
で
は
。
座
談
会
を
こ
の

時
期
に
や
る
狙
い
は
何
な
の
か
。

◆
座
談
会
は
、
予
算
決
定
前
に
開

く
べ
き
だ
。

◆
今
日
持
っ
て
き
た
資
料
は
広
報

で
わ
か
る
。
役
場
が
問
題
と
し

て
い
る
こ
と
を
テ
ー
マ
と
す
る

の
で
は
な
く
、
各
地
区
が
そ
れ

ぞ
れ
違
う
テ
ー
マ
で
話
し
合
う

シ
ス
テ
ム
は
ど
う
か
。

◆
お
酒
を
飲
み
な
が
ら
の
座
談
会

は
、
率
直
に
ス
ト
レ
ー
ト
に
意

見
が
出
る
の
で
は
。

◆
今
回
の
資
料
は
簡
単
す
ぎ
る
。

事
業
費
の
内
訳
を
詳
細
に
し
て

ほ
し
い
。

◆
こ
の
よ
う
な
財
政
状
況
に
な
る

前
に
、
職
員
が
ス
ト
ッ
プ
を
か

け
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
。
こ
の

よ
う
な
座
談
会
は
意
味
が
な
い
。

も
っ
と
早
い
時
期
に
、
部
落
委

員
等
を
含
め
た
座
談
会
を
多
く

開
い
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

公
共
施
設
に
つ
い
て

◆
山
び
こ
は
、
別
な
利
用
方
法
は

考
え
ら
れ
な
い
か
。
今
後
何
か

計
画
は
あ
る
の
か
。
町
の
維
持

管
理
費
も
大
変
な
の
で
、
収
益

を
上
げ
る
方
法
を
考
え
た
ほ
う

が
い
い
。

◆
山
び
こ
・
物
産
館
の
活
用
を
も
っ

と
考
え
る
べ
き
。

◆
今
ま
で
山
び
こ
で
は
絵
画
展
な

ど
の
展
示
会
を
行
っ
て
い
た
が
、

ど
こ
の
誰
だ
か
わ
か
ら
な
い
人

の
作
品
を
展
示
す
る
よ
り
は
、

コ
ン
サ
ー
ト
や
演
劇
な
ど
を

行
っ
て
若
者
が
集
ま
る
よ
う
に

し
た
ほ
う
が
よ
い
。

◆
み
し
ま
宿
や
つ
る
の
湯
か
ら
町

中
へ
人
を
誘
導
す
る
よ
う
な
取

り
組
み
が
必
要
。

◆
集
会
所
の
維
持
に
経
費
が
か
か

り
大
変
。
町
で
も
少
し
考
え
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

今
回
の
座
談
会
で
は
、「
新

し
い
話
し
合
い
に
し
た
い
」

と
い
う
思
い
で
、
役
場
側
か

ら
の
説
明
等
は
少
な
く
し
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
話
題
に
時

間
を
割
く
よ
う
に
心
が
け
ま

し
た
。
財
政
難
の
中
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
要
望
に
応
え
ら

れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て

話
し
合
い
を
す
る
こ
と
を
避

け
て
し
ま
っ
て
は
、
町
民
と

行
政
が
ま
す
ま
す
遠
く
な
り

ま
す
。
何
度
も
話
し
合
う
機

会
を
持
つ
こ
と
が
大
切
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

今
回
も
様
々
な
意
見
が
出

ま
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、

町
づ
く
り
に
反
映
で
き
る
考

え
方
は
な
い
か
、
次
の
話
し

合
い
や
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
に

活
か
せ
る
も
の
は
な
い
か
考

え
、
話
し
合
い
の
中
身
を
次

へ
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
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題話の町
裏磐梯で今シーズン最後のスキー　三島スキースポーツ少年団

　三島スキースポーツ少年団は、
3月31日～ 4月 1日、納会及び研
修旅行として裏磐梯グランデコス
キー場に行きました。団員の小中
学生とその保護者の方々、スタッ
フなど、合わせて40人が参加しま
した。天気にも恵まれ、絶好のス
キー日和。残雪を惜しみながら、
思い思いにシュプールを描きまし
た。今シーズンは暖冬で積雪が不
十分でしたが、団員たちは技術を
磨き、体も一段とたくましくなっ
たようです。来シーズンが待ち遠
しいですね。 裏磐梯グランデコスキー場にて記念撮影

新しい先生が着任しました　三島小学校・三島中学校
　新学期を迎え、三島小学校に 4名、三島中学校に 7名、計11名の先生が新たに着任しています。子ども
たちが元気に、勉強や運動、課外活動などに取り組み、健やかに成長できるよう頑張っていきますので、
保護者の皆様、地域の皆様のご理解とご協力をお願いします。

三島小学校に着任された先生方
（左から）石　田　浩　美　教諭（３年担任）

内　藤　眞理子　教諭（４年担任）
長　峰　　　健　教諭（６年担任）
佐　藤　可奈子　教諭（５年担任）

三島中学校に着任された先生方
（前列左から）湯　浅　友　和　教諭（２年担任･数学･技術）

小　川　博　光　教頭（美術･英語）
猪　越　淑　子　教諭（３年副担任･社会）
蓮　沼　　　純　講師（１年副担任･数学）

（後列左から）齋　藤　麻　華　講師（１年副担任･英語）
遠　藤　弘　美　講師（２年副担任･音楽）
戸井田　睦　美　講師（３年副担任･家庭）

せら知お
会津地方振興局県税部より

自動車税は５月31日までに納めましょう
　自動車税は、県民の皆様の福祉の増進及び教育等のために使われている大切な税金です。納期限の５月
31日までに、忘れずに納めていただきますようお願いします。
　なお、５月26日（土）～31日（木）は、休日納税窓口の開設及び県税部窓口の時間延長を下記のとおり行い
ますので、ご利用ください。また、自動車税を納めたときの領収証書には、継続検査（車検）用の納税証
明書が付いています。車検のときに必要となりますので、車検証と一緒に大切に保管しておいてください。

◎休 日 納 税 窓 口　　日　時　５月26日（土）・27日（日）　午前９時～午後４時
場　所　会津地方振興局　県税部窓口、喜多方市保健センター窓口

◎県税部窓口の時間延長　　日　時　５月28日（月）～31日（木）　午後７時30分まで延長
場　所　会津地方振興局　県税部窓口

※身体障がい者手帳、戦傷病者手帳、療育手帳等をお持ちの方のために使用される自動車で、一定の要
件に該当するものは、申請により自動車税が減免されます。減免の申請は、５月24日（木）までに済ま
されるようお願いします。詳しくは、下記までお問い合わせください。

●問合せ先／会津地方振興局　県税部　課税第二グループ　℡　０２４２－２９－５２６１

会津坂下消防署三島出張所より

地震に備えよう
会津若松社会保険事務所より

遺族厚生年金が４月から改正されました
習慣づけよう　３つの対策

①家具の固定対策
　地震でケガをした人の約
半数は、倒れてきた家具が
原因です。家具の固定をし
ましょう。

②ガスの元栓対策
　地震で怖いのは火災です。
火災は被害を拡大します。
日頃から、元栓を閉めるよ
うにしましょう。

③寝室内の落下物対策
　人がもっとも無防備な状
態は寝ている時です。地震
の揺れによる落下物から身
を守るために、高い所に物
を置くのは控えましょう。

会津若松消防本部ホームページアドレス
http://www.119-aizu.jp/index1.htm
会津坂下消防署三島出張所　℡　５２－３０３２

○高齢期の遺族配偶者に対する遺族厚生年金
と老齢厚生年金の併給

　夫に先立たれた65歳以上の妻に対する年金給付
について、妻自身が納めた保険料をできるだけ年
金給付額に反映させるため、下記のとおり改正さ
れました。
①妻自身の老齢厚生年金（ア）は全額支給します。
②改正前の遺族に対する年金給付の水準（イ）と
（ア）を比較し、（ア）の方が小額の場合は、差額
を遺族厚生年金として支給します。

○若齢期の妻に対する遺族厚生年金の見直し
　18歳未満の子のない30歳未満の妻に対する遺族
厚生年金については、 5年間の有期給付となりま
した。
●問合せ先／会津若松社会保険事務所

℡　０２４２－２７－６９５１

〔改正前〕 〔改正後〕

遺族厚生年金
（イ）

遺族厚生年金

老齢厚生年金
（ア）

老齢基礎年金 老齢基礎年金
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町の人口（住民基本台帳）４月１日現在
総人口2,241人（-13）男1,056人（-10）人の動き　出生 1人　死亡 5人
世帯数872世帯（- 3）女1,185人（- 3）　　　　　転入14人　転出23人

第21回
ふるさと会津工人まつり
６月９日（土）・10日（日）

遠　藤　弘　佳　様（西方）
小　平　兼　嗣　様（西方）
五十嵐　勝　男　様（宮下）
角　田　英　昭　様（大登）
佐　藤　完　治　様（西方）
稲　見　　　昇　様（宮下）

東北電力㈱只見川ダム管理所　様
（雪と火のまつり模擬店売上金）
小　平　兼　嗣　様（西方）

（ベッド）

ご遺志によるご寄付

一般のご寄付

ご寄付ありがとうございました
社会福祉協議会へ

会津坂下警察署からのお知らせ
　三島町では３月中、１件の犯罪が発
生しました。
　暖かくなり、人の動きが多くなると
犯罪の増加も予想されます。特に、車
上狙いや空き巣などの街頭犯罪が多く
なります。車については、外出先だけ
でなく、自宅に駐車する際も施錠し、
貴重品を車内に置かないようにお願い
します。また、外で仕事をする機会が
増えると、長時間自宅を留守にしがち
です。施錠を忘れないようにしましょ
う。
三島町内街頭犯罪等発生状況（1～3月）

区　　分 管　内 三島町
空き巣ねらい 1
忍 込 み 1
事務所荒し
出 店 荒 し
自 動 車 盗
オートバイ盗
自 転 車 盗 1
自販機ねらい
車上ねらい 1
街頭犯罪計 4 0
全 刑 法 犯 31 1

発行/三島町　　編集/三島町役場　総務課　企画財政係
住所/福島県大沼郡三島町大字宮下字宮下350　℡0241-48-5515
ホームページアドレス　http://www.town.mishima.fukushima.jp

これからの行事予定
4月28日（土）　　　　　美坂高原オープン

5月 3日（祝）9：00～　てわっさの里春まつり（宮下町内）
10：00～　三島町消防団春季検閲式（町民運動場）

鬼子母神例大祭（西方　岩倉山鬼子母神･西隆寺）5日まで
トロッコ「風っこ只見号」運行（JR只見線）5日まで

5月 7日（月）13：30～　足腰げんき教室（町民センター）

5月 8日（火）11：15～　４ヶ月児健診（坂下厚生総合病院）

5月 9日（水）13：30～　機能訓練会（福寿草）

5月10日（木）13：00～　乳幼児健診（町民センター）

5月16日（水）13：00～　足腰げんき教室（西会津さゆり公園プール）

5月18日（金）10：00～　ＹＹサークル（町民センター）

5月19日（土）　　　　　ＳＬ会津只見号運行（ＪＲ只見線）20日まで

5月22日（火）13：30～　心の健康相談（町民センター）
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